
  
  
 皆さん、こんにちは。今回のスタッフ
コラムは、先月大学時代の同期と
行ったゴルフについて書こうと思いま
す。 
 この日は千葉のゴルフ場に4人で行
きました。半年振りのゴルフだったの
で前日からワクワクが凄くて殆ど眠れ

ませんでした。朝の5時に起床。睡眠
時間は短いはずなのですが、ゴルフ
の時はピシッと目覚めます。毎回のこ
とですが、仕事の時もこれぐらいピシッ
と目覚めるように心掛けようと思いな
がら車に乗り込み千葉に向けて出発
しました。 
 この時期の早朝は本当に寒いです。
寒さに震えながらスタートしました。昼

ごろには気温も上がりかなり気持ちの
いいゴルフをすることが出来ました。 
 スコアに関しては人に言えるような
数字ではないのでここでは触れませ
んが、久しぶりに気心しれた仲間と過
ごすのはとても良いことだと感じた一
日でした。 
             副院長 溝渕 
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今月の駐車場混雑注意報 

  毎週火・土・日曜日、5日(水)、10日(月)、20日（木）     
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保険の銀歯は体に良くない？？ 

お知らせ 

H28年1月より矯正日を除く木曜日と隔週日曜日（基本2、4週）を休診とさせて 
いただきます。ご迷惑をおかけすることもあると思いますが、ご理解のほどどうぞ 
宜しくお願いいたします。 

 治療を受けた方や現在治療中でこれから
かぶせたりつめたりする方で、「安いから保
険の金属でいいや」と思っている方はどれく
らいおられるでしょう？今回は、その保険の
金属の一つ「金銀パラジウム合金」について
お話したいと思います。 
 金銀パラジウム合金は、1960年戦後間も
ない頃に保険の金属に認められました。当
時国は、安い「銅亜鉛合金」を保険診療の
金属に考えましたが、あまりにも害のある金
属だったため、総医療費や日本の経済力か
ら考えると、貴金属の金合金は使えなかっ
たので、それに替わる安価な代用金属とし
て開発された、金銀パラジウム合金を採用
しました。ただ、出来るだけ早い時期に貴金
属へ移行すべきであること知っていながら、
妥協して採用しました。しかし…時は過ぎ、
豊かになった現代でも使われているままな
のです。 
 パラジウムは、金属の磨り減りや、腐食や
さびを防止するというメリットで加えられてい
ます。その反面、金属アレルギー検査で約

半数の人に陽性反応が出る、非常にアレル
ギー性が高いというデメリットがあります。ドイ
ツやスウェーデンでは、「幼児及び妊婦に、
銅を含有するパラジウム合金と、水銀・銀ア
マルガム合金を使用しない」という勧告を出
しました。また多くの医療先進国では、パラ
ジウムが体に与える悪影響を考慮して、パ
ラジウムが含まれない金属を使うことを強く
推奨しており、パラジウムが身体に悪いと、
世界では広く認識されています。そんな金
属が、日本ではまだ使われているのです。 
 「国が体に悪いものを許可するはずがな
い」、「国が私たちの健康を守ってくれてい
る」、本当にそうでしょうか？今は戦後と違い、
自分たちで選択し決めれる時代です。自分
の身体は自分で、お子さんは親が守らない
といけません。もちろん治療費も重要ですが、
自分の体に使われるものがどんなものなの
か、自分で見極め、自分にとっていい選択し
ていくことが重要なのだと、この歯科業界に
従事していて、日々感じております。 
                   院長 山田 


